
１．基本情報

4

3

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．評価と対応方針（部長評価）

・分析

・評価及び対応方針

４．今後の展望（評価会議最終評価）

平成３０年度　施策評価シート

基本目標 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

担当部 町民生活部基本施策 快適・安全な生活環境の確保

単位施策名称 生活環境の向上

施策の
方向性

●公共下水道を整備促進し、公共用水域の水質保全と快適な生活環境の向上を図ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

1
公共下水道人口普
及率

％

目標値 90.0 91.0 92.0 93.0 94.0

実績値 89.4 93.5 95.9 97.1 0.0 0.0

2

目標値

実績値

0達成状況 達成 達成 達成 0

目標値

達成状況

4

目標値

達成状況

3 実績値

実績値

達成状況

（施策目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

目標どおり事業を進めており、目標を達成しました。

公共水域の水質保全と生活環境の向上を図るため、引き続き事業を継続します。

作成担当部長 町民生活部長　金光　一隆

目標値を達成しています。引き続き下水道事業の安定的な経営を確保しつつ、目標値の達成を目指し、現
在の方向性で施策を継続することとします。



【参考】施策の推進に要したコスト (単位:千円)
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区分 事業名称 事業費

施策の成果を
押し上げる

事業

事
務
事
業
計
画

公共下水道整備事業（汚水） 163,119

県施行太田川流域下水道事業負担金事業 30,903

施策の成果を
維持する事業

財
政
計
画

下水道事業特別会計繰出金（補助）事業 190,462

合計 384,484



１．基本情報

政策体系

4

3

1

２．事業概要

３．活動計画・活動実績

４．事業目標（事業指標）

№

５．コスト情報 (単位:千円)

平成３０年度　事務事業評価シート（評価）

事務事業の名称 公共下水道整備事業（汚水） 事業番号 431101

担当部署名 町民生活部 下水道課

公共下水道の整備を促進するため、砂原第2処理分区において、面的整備を進めます。また、私道への公共下
水道の排水施設設置制度を活用し、水洗化率の向上を図ります。

活動計画 活動実績
○

○

○

公共用水域の水質保全と快適な生活環境の向上を図
るため、公共下水道汚水管（内径200mm）を1,788ｍ
布設します。
水洗化率の向上を図るため、私道への公共下水道の
接続を促進します。
昨年度から引き続き、管渠埋設に伴う舗装整備等を
行います。

○

○

○

公共下水道汚水管（内径200mm）を1,217ｍ布設しま
した。
水洗化率の向上を図るため、私道3路線への公共下水
道の整備を行いました。
管渠埋設に伴い、道路の全面舗装復旧を行いまし
た。

基本目標 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 快適・安全な生活環境の確保

単位施策 生活環境の向上

R1年度 R2年度

① 下水道整備率（累計） ％

目標値 89.7 90.5 91.5 92.2

指標名称 単位 区分 H28年度 H29年度 H30年度

達成状況 達成 達成 達成

93.0

実績値 90.0 91.1 91.5

実績値

目標値

③ 0

目標値

② 0

達成状況

達成状況

目標値

実績値

指標の設定方法 整備事業の直接的な成果である下水道整備率を指標としました。

区分 事業費合計
財源内訳

国庫支出金 県支出金

④ 0

達成状況

地方債 その他 一般財源

実績値

当初予算 344,851 78,000 0 239,000 19,901 7,950

2,166決算 163,119 46,667 0 100,355 13,931



６．評価と対応方針（課長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

７．評価と対応方針（部長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

８．今後の展望（評価会議最終評価）

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

広島市水道局の水道施設工事のため当初の計画を変更して事業を実施していますが、計画どおり整備
区域の拡大を図っています。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性 事業継続

方向性を踏まえた
今後の展望

目標値を達成しています。引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとしま
す。

事業継続

事業計画どおり実施するとともに、事業計画区域等の見直しを行います。

作成担当部長 町民生活部長　金光　一隆

今後の方向性 事業継続

令和7年度までの完成を目指し、今後も事業を継続します。

作成担当課長 下水道課長　原田　司

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

公共下水道汚水管布設の計画延長より下回ったものの、事業目標は達成しました。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性



１．基本情報

政策体系

4

3

1

２．事業概要

３．活動計画・活動実績

４．事業目標（事業指標）

№

５．コスト情報 (単位:千円)

平成３０年度　事務事業評価シート（評価）

事務事業の名称 県施行太田川流域下水道事業負担金事業 事業番号 431102

担当部署名 町民生活部 下水道課

東部浄化センター等、広島県が施行する太田川流域下水道の整備費に対し、各受益市町の計画下水量の割合に
応じ、負担を行います。

活動計画 活動実績
○ 東部浄化センターの管理棟の耐震改修費用や汚水ポ

ンプの更新費用の一部を負担します。
○ 東部浄化センターの管理棟の耐震改修工事や汚水ポ

ンプ等の汚水処理設備の更新費用の一部について、
費用を負担しました。

基本目標 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 快適・安全な生活環境の確保

単位施策 生活環境の向上

R1年度 R2年度

①
実施計画期間中の事業進捗
率(事業費ベース)

％

目標値 10.0 30.0 50.0 80.0

指標名称 単位 区分 H28年度 H29年度 H30年度

達成状況 未達成 未達成 未達成

100.0

実績値 6.2 19.0 29.5

実績値

目標値

③ 0

目標値

② 0

達成状況

達成状況

目標値

実績値

指標の設定方法 県事業への負担金を支出する事業のため、事業進捗率を指標としました。

区分 事業費合計
財源内訳

国庫支出金 県支出金

④ 0

達成状況

地方債 その他 一般財源

実績値

当初予算 33,908 0 0 33,700 0 208

103決算 30,903 0 0 30,800 0



６．評価と対応方針（課長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

７．評価と対応方針（部長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

８．今後の展望（評価会議最終評価）

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

県事業への負担金をベースに指標としていたことから、当初より県の事業費が減少しているため、目
標は未達成となりました。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性 事業継続

方向性を踏まえた
今後の展望

目標値未達成ですが、要因は事業進捗率の算定方法によるもので、事業は計画どおり実施
しています。引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

事業継続

県施行の太田川流域下水道施設等の適切な維持管理や整備に対する事業費を相応負担することで、下
水道汚水の安定的な処理に資するため、事業を継続します。

作成担当部長 町民生活部長　金光　一隆

今後の方向性 事業継続

流域下水道で府中町の汚水を処理しているため、今後も負担金を支出していく必要があります。

作成担当課長 下水道課長　原田　司

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

負担金が計画当初より減額となったことが未達成の要因ですが、整備は計画どおり実施されました。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性


